
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
▶“竹”は高く伸びるために“節”がある 
 青々と高く伸びる「竹」は，軽さと強さを併せ持つ理想的な構造を自律的に

形成する「節」をつくり，その「バランス」によって自らを高く伸ばし続けて

います。古来，日本人は習慣として，竹の節からきている「節目」という言葉

を用いて区切りをつけ，これまでを振り返り，新たな目標などに気持ちを切り

替える機会として活用されてきました。節目を迎えた後期が始まっています。 

▶「啐啄の機（そったくのき）」 

 「啐啄の機」とは，『啐啄同時（そったくどうじ）』という禅の言葉から来て

いる言葉です。意味は，鳥のヒナが卵の殻の内側からコツコツと叩くことを「啐

（そつ）」と言い，親鳥が卵の殻の外側 からつつくことを「啄（たく）」と言い

ます。自分一人では殻を破って出てくることができないので，この絶妙なタイ

ミング(機会)が合わずに早すぎたり遅すぎたりすると，肺呼吸の準備ができて

いなかったり，殻の中で窒息してしまったりして，鳥のヒナはこの世に生を受

けることができません。つまり，「機会」がとても大切ということです。 

▶「鉄は熱いうちに打て」 

これは，人は柔軟性のある若いうちに鍛えることが大事だという教えのことです。また，物事

は時期を逃さないうちに実行しないと成功しにくいという教えでもあります。この「鉄は熱いう

ちに打て」はもともと鍛冶屋が鉄を打って加工する要領を言った言葉でした。日本へは西洋から

入ってきた言葉ですが，やがて日本独自の意味を持つようになったものです。 

▶「之を知る者は，之を好む者に如かず」(論語・孔子の言葉より) 
中国の思想家の孔子と，その弟子の問答を集めた「論語」の中に出てくる言葉で，日本語にす

ると「それが好きな人，楽しむ人にはかなわない」という意味です。物事は好きな人や楽しむ人

ほど上達するということで，「好きこそものの上手なれ」という言葉と似ています。こちらは，

「好きなことは上達しやすい」という意味で，どんな物事でも上手くなったり深く知ったりする

ためには，その物事に興味を持つことが大切だということです。興味を持つことで，その物事を

好きになり，そこから上達が始まる，という古くから言い伝えられてきたことわざです。 

ただし，「下手の横好き」では困りものです。「横好き」の「横」とは，その道に外れている，

道理に合わない，という意味です。つまり，「その人は好きなものの道理に合わないことをして

いて下手である」ということ。 

さて，「好きになること」，「楽しむこと」をどう考えるか。自分で考え，決めて頑張ることが

得意な西当別中生徒の皆さんです。更なる「やる気」を発揮して活躍することが楽しみです。 

 

【学校教育目標】 
ここ西当別の大地で  
高い知性（知） 強い意志（徳） 

健やかな体（体） 
を求め，自らの進路を切り拓こう  

令和５年１０月２７日 当別町立西当別中学校 学校だより「垂穂」第７号 学校長 森  聰 発行 

▶＜その一言＞：高橋系吾 （道灌山学園 創設者） 

『その一言で，励まされ その一言で，夢を持ち 

その一言で，腹が立ち その一言で，がっかりし 

その一言で，泣かされる ほんのわずかな一言が 

不思議に大きな力持つ ほんのちょっとの一言で』 

『夢の実現を西当別から～ Dreams Come True!』   



1年校外学習（当別町調べ）～とうべつ未来学【ふるさと教育】～

1年生の『当別町調べ』では、当別町について調査・研究活動を行い、地域への理解を深めること、調査

内容を【観光パンフレット】にまとめる活動を通して発信の方法を学ぶことを目的として行いました。実地

調査ということで、20日（金）には８グループに分かれて町内 17か所（ふとみ銘泉、ロイズふと美工場、

道の駅とうべつ、田西会館田んだん、オフショア、かばと製麺所、紙ひこうき、いとうじんぎすかん、当別

伊達記念館、ふじさわ製菓、小麦の奴隷、きみかげ、DAN-LAN）に訪問させていただき、実際に見て聞いて、

体験させていただくことができました。調査したこと 

をクロムブックでまとめ、【観光パンフレット】を作成 

しました。参観日等でお越しの際は是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生 徒 会 長：大野みなみ さん 

 副 会 長：中川 心結 さん 

 書 記 長：石田 梨緒 さん 

 書 記 次 長：上川 愛華 さん 

 監  査：村尾  誠 さん 

 生活委員長：宮浦 彩良 さん 

 文化委員長：岸本 匠馬 さん 

 保体委員長：中田 一義 さん 

 放送委員長：平井 聖真 さん 

新生徒会役員 

≪生徒会役員選挙(10/4)≫・≪後期認証式(10/17)≫ 

 新生徒会役員を決める選挙が行われました。立会演説会で

は夏井生徒会長からの挨拶の後、それぞれの立候補者からの

演説が行われました。全校生徒が立候補者の演説に耳を傾け

ました。その後行われた投票の結果、新たな生徒会役員が決ま

りました。後期より学習委員会が生活、文化委員会へ統廃合さ

れることになり、４つの委員会の委員をそれぞれの学級では

委員を決め、認証式を経て新生徒会のスタートとなりました。 

投票には、当別町選挙管理委員

会から本物の投票箱を借用し、

使わせていただきました 

２年 職場体験学習 ～とうべつ未来学【キャリア教育】～ 

 18日（水）、19日（木）の 2日間、2年生の『職場体験学習』を行いました。職場体験をすることで、

職業についての興味、関心や自分の進路についての見通しを持つこと、人と接するコミュニケーション能

力や社会的なモラルやマナーを学ぶ機会として行いました。今年は町内 17か所（安藤石油販売、そば処

福住、かばと製麺所、浅野農場スマイルキッチン（道の駅）、押琴ファーム、愛里苑、おとぎのくに、藤

澤製菓、西当別小学校、とうべつ学園、ふとみ銘泉、辻野建設工業、セブンイレブン当別太美店、セイコ

ーマート当別太美店・当別弥生店、スーパーアークス当別店、サツドラ当別店）で体験学習をさせていた

だきました。学校では学ぶことのできない貴重な経験をすることができました。 

 学んできた成果はクロムブックでまとめ、26日（木）に保護者の方にも参観していた 

だき、体育館で発表会を行いました。 

立候補した 11名。立会演説会で、これからの生徒 

会活動について決意を述べました 

新生徒会長より認証状を受け取る代表委員 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5回役員会・第 4回運営委員会 

日 時（場 所）：11月 20日(月) 

役 員 会…１８：００（校長室） 

運営員会…１８：３０（視聴覚室） 

主な内容 （１）活動反省に向けて 

     （２）西中祭バザーの決算について 

山本 渚 養護教諭が着任しました 

  

 

【3 年学力テスト B】 
12 日(木)に学力テスト総合 B が行われました。3

年生のテストに臨む姿は緊張感が増しているように

見えました。 

今週は教育相談もあり 

ました。11月 2日(金)に 

は今年度の入試に関わる 

3年生の保護者向け進路説 

明会が行われます。 

中文連 管内生活体験発表会(江別市) 

 24 日(火)に江別市のえぽあホールで行われた管

内生活体験発表会に 2年 A組の鴨川 

凜璃子さんが参加してきました。「推 

し活を通して考えたこと」と題した 

生活体験文を西当別中学校の代表と 

して立派に発表してきました。 

 西当別中学校の皆さん、初めまして。養護教諭の山本渚（やまもと なぎさ）です。 

8 月までは札幌市の中学校で勤務していました。皆さんが体も心も元気に学校生活を送 

れるようお手伝いできることを、大変うれしく思っています。当別町に来るのは初めて 

なので、当別のことや学校のこと、皆さんのことをたくさん教えてください。これから 

どうぞよろしくお願いします。 

反射材「もっちりシマエナガ」の寄贈 

 夕暮れ時間帯が早まる季節に入り、下校する

生徒の交通安全を願い、北海道セキスイハイム

株式会社様から、西当別中学校の全校生徒に反

射材の寄贈がありました。 

頂いた反射材「もっちりシマエ 

ナガ」は、昨年の北海道交通安全 

協会主催による「反射材デザイン 

コンクール 2022」にて、北海道石狩南高等学校

の生徒がデザインし、最優秀賞を受賞したもの

を商品化したものです。 

24日（火）に札幌方面北警 

察署、当別町交通安全推進員会、 

立会いのもと視聴覚室にて贈呈 

式が行われました。全校生徒を 

代表して生徒会長の大野みなみ 

さんが受け取りました。また、感謝の意を込め

て、感謝状を贈らせていただきました。 

絆づくりメッセージコンクール 

石狩管内「ことば・メッセージ」中学の部、個人部門 
  

 

奨励賞：１年 A組 渡邊央都さん 

 全校生徒が夏休みの課題で取り組み応募したコ

ンクールで、石狩管内 763 という応募作品の中から

渡邊さんの作品が奨励賞に選ばれました。 

『 多様性 ありのままに 自分らしく 』  

https://1.bp.blogspot.com/-xqp2KiGYXn8/Xbo7HEoILEI/AAAAAAABVy0/G7Psvp1lsCk3S5fm4kmZUq_k6nqqAKfGQCNcBGAsYHQ/s1600/flower_marigold.png


 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 月 の中 学 校 の様 子 

前期終業式(6 日) 

５校時に体育館で終業式を行いまし

た。全校生徒で校歌を斉唱した後に、各

学年の代表生徒のあいさつ、校長先生の

お話がありました。終業式の後には、各

種大会の表彰も行われました。６校時に

は各教室で通知表が配布され、半年間の

終業式の後に、各種表彰伝達が行われました 

10 日（火）1 校時には後

期始業式が行われ、学年

代表の生徒が後期の抱負

を述べました。 

日 曜 学校行事 日課 給食 SC SSW SB

1 水 後期中間テスト範囲表配布 5ｈ 〇 14:50

会議日 完下

2 木 フッ化物洗口、高校説明会（2年・全保護者） 〇 15:45

放課後学習会、入試説明会（３年保護者）

3 金 文化の日

4 土

5 日 英語検定（二次）

6 月 生徒総会リハーサル 〇 午後 15:45

7 火 生徒総会 〇 15:45

8 水 3年学力テスト総合C、1・2年学力テスト 5ｈ 〇 午後 14:50

定例職員会議（12月） 完下

9 木 フッ化物洗口 〇 15:45

後期中間テスト前放課後学習会 16:45

10 金 ３年食育・バイキング給食 〇 15:45

後期中間テスト前放課後学習会 16:45

11 土 諸活動停止①

12 日 諸活動停止②

13 月 諸活動停止③ 〇 午後 15:45

14 火 後期中間テスト 〇 15:45

いのちの教室（6校時）

15 水 新入生説明会①(西当別小) 5ｈ 〇 14:50

職員研修 完下

16 木 フッ化物洗口 〇 午後 15:45

代表・専門委員会 16:45

17 金 放課後学習会 〇 15:45

18 土

19 日

20 月 第5回PTA役員会・第4回運営委員会 〇 午後 15:45

21 火 〇 午後 15:45

22 水 三者懇談（1年のみ） 5ｈ 〇 14:50

23 木 勤労感謝の日

24 金 フッ化物洗口、三者懇談① 5ｈ 〇 14:40

25 土

26 日

27 月 三者懇談② 5ｈ 〇 午後 14:40

28 火 三者懇談③ 5ｈ 〇 14:40

29 水 会議日 5ｈ 〇 午後 14:50

完下

30 木 フッ化物洗口、三者懇談④ 5ｈ 〇 14:40

◆ＳＣ：スクールカウンセラー来校日

◆SSW：スクールソーシャルワーカー来校日

◆ＳＢ：スクールバス時間（予定）

◆完下：完全下校

受検級 人数 受検級 人数

2 1 準２ 2

準２ 5 3 2

3 2 4 3

4 4 5~7 9

5 2 8～10 12

小学生 3 小学生 19

中学生 11 中学生 9

合計 14 合計 28

英語検定 漢字検定

小中合同実施

英検（6日）・漢検（20日）

　小中学生が一緒に英語検定と

漢字検定に挑戦しました。


